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五
月
三
日
、「
信
仰
年
・
広

島
教
区
創
立
九
十
周
年
記
念
乙

女
峠
ま
つ
り
」
が
島
根
県
・
津

和
野
町
の
乙
女
峠
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
祭
で
の
林

尚
志
神
父
様
の
記
念
講
演
会

は
、「
津
和
野
に
は
愛
と
平
和

と
人
権
を
信
じ
て
叫
ぶ
殉
教
者

あ
り
」
と
詠
ま
せ
て
い
た
だ
く

内
容
で
し
た
。
そ
し
て
私
は
、

翌
日
の
本
祭
で
、「
卒
寿
か
ら

百
寿
ま
で
に
と
広
島
は
乙
女
峠

の
福
者
祭
立
つ
」
と
宣
言
す
る

勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
信
仰
年
と
教
区
創
立

九
十
周
年
を
機
に
、
乙
女
峠
の

殉
教
者
た
ち
の
列
聖
運
動
を
正

式
に
始
め
る
。
そ
し
て
、
百
周

年
ま
で
に
少
な
く
と
も
列
福
を

実
現
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
の
教

区
の
新
し
い
確
か
な
出
立
の
日

だ
と
呼
び
か
け
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
当
地
に
建
つ
「
信
仰
の

光
」
碑
に
同
調
す

る
か
の
よ
う
に
、

風
ま
で
光
っ
て
列

福
を
後
押
し
し
て

い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。「
福

者
祭
百
寿
ま
で
に

と
風
光
る
」。

　

五
月
三
日
は

三
千
人
近
い
参
加

者
と
、
三
体
の
マ

リ
ア
様
（
地
元
・
津
和
野
の
マ

リ
ア
様
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
フ
ァ

チ
マ
か
ら
ド
イ
ツ
、
韓
国
を

回
っ
て
き
た
マ
リ
ア
様
、
そ
れ

に
長
崎
・
浦
上
の
被
爆
マ
リ
ア

様
）の
行
列
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
ア
ベ
マ
リ
ア
響
く
津
和
野
路

乙
女
祭
」。「
武
器
に
代
え
マ
リ

ア
像
担
ぐ
五
月
か
な
」。
特
に
、

殉
教
者
た
ち
の
故
郷
・
浦
上
教

会
の
子
ど
も
た
ち
が
、
し
か
も

被
爆
マ
リ
ア
像
を
担
い
で
の
初

参
加
は
、
列
福
運
動
と
平
和
の

使
徒
を
目
標
と
す
る
広
島
教
区

民
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。
行
列

は
、
乙
女
峠
に
さ
し
か
か
り
、

萌
え
る
よ
う
な
若
葉
の
中
、
マ

リ
ア
様
も
さ
す
が

に
嬉
し
そ
う
で
し

た
。「
マ
リ
ア
笑

む
乙
女
峠
や
五
月

晴
れ
」。
や
が
て

ミ
サ
が
始
ま
り
、

殉
教
者
と
の
天
上

の
宴
の
よ
う
な
、

マ
リ
ア
様
の
懐
に
か
く
ま
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
聖
な
る
時
空
を

感
じ
ま
し
た
。「
若
葉
萌
え
乙

女
峠
は
ミ
サ
の
中
」。

　

こ
の
ミ
サ
の
中
で
、
殉
教
者

列
福
は
も
ち
ろ
ん
、
司
祭
・
修

道
者
召
命
（
五
人
か
ら
十
人
の

司
祭
誕
生
な
ど
）、
青
少
年
育

成
（
予
備
神
学
校
設
立
や
教
区

共
通
養
成
テ
キ
ス
ト
作
成
も
含

む
）
の
十
年
計
画
目
標
の
達
成

を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
、
信
仰
、
希
望
、
愛
を

百
周
年
（
百
寿
）
に
向
け
、
引

き
継
ぎ
、
伝
え
ま
し
ょ
う
。
当

日
の
乙
女
峠
ま
つ
り
や
信
仰
年

の
幟
、
そ
し
て
各
教
会
各
教
区

の
幟
が
同
調
し
て
く
れ
て
い
る

か
の
よ
う
で
し
た
。「
乙
女
峠

ま
つ
り
の
幟
引
き
継
ご
う
」。

乙
女
峠
ま
つ
り

札
幌
教
区
の

           

新
司
教
任
命勝谷 太治 被選司教

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

六
月
二
十
二
日
、
札
幌
教
区

の
新
し
い
司
教
に
ベ
ル
ナ
ル

ド
勝か
つ
や谷

太た
い
じ治

師
（
五
十
七
歳
）

を
任
命
し
た
。
札
幌
教
区
は
、

地じ
ぬ
し主

敏と
し
お夫

司
教
が
引
退
し
三

年
数
か
月
、
司
教
空
位
と

な
っ
て
い
た
。

　

司
教
叙
階
式
は
、
十
月

十
四
日
（
月
・
祝
）
に
札
幌

市
内
で
行
わ
れ
る
。

教区創立 90 周年ポスター

三体のマリア像

ジョセフ・チェノットゥ教皇大使と前田司教
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教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

【
二
〇
一
三
年
度
（
第
一
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

開
催
】

　

去
る
六
月
九
日
、
二
〇
一
三

年
度
第
一
回
広
島
司
教
区
宣
教

司
牧
評
議
会
（
以
下
、
教
区
宣

司
評
）
が
、
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
前
田
司
教
、
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
の
二
十
三
人
が
出

席
し
た
。

　

は
じ
め
に
前
田
司
教
か
ら

「
信
仰
年
、
教
区
創
立
九
十
周

年
を
迎
え
、
前
向
き
な
会
議
と

な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
の
挨
拶

に
続
き
、
以
下
の
三
つ
の
項
目

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

●
第
一｢

教
区
列
聖
運
動｣

　

｢

教
区
列
聖
運
動
推
進
部

会
」｢

歴
史
部
会｣

｢

法
務
部
会

｣

の
立
ち
上
げ
の
検
討
。
ま
ず

は
第
一
回
教
区
列
聖
運
動
推
進

部
会
を
五
月
三
日
に
開
催
。
歴

史
部
会
は
、
部
会
メ
ン
バ
ー
の

人
選
調
整
中
。
法
務
部
会
は
、

各
役
割
の
担
当
者
を
人
選
。

　

現
在
配
布
さ
れ
て
い
る｢

列

福
の
祈
り｣

の
カ
ー
ド
を
、「
列

聖
の
祈
り
」
と
改
め
活
用
す
る

予
定
。
資
金
面
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
調
達
、
皆
さ

ん
に
お
願
い
す
る
か
、
検
討
が

必
要
。

　

二
〇
一
二
年
度
臨
時
司
教
総

会
に
お
い
て｢

津
和
野
の
殉
教

者
の
列
聖
運
動｣

に
つ
い
て
、

司
教
協
議
会
に
提
案
。
今
後
の

進
め
方
と
し
て
、
準
備
委
員
会

を
設
置
。
今
後
、
列
聖
に
関
す

る
集
会
、
講
演
会
な
ど
で
教
区

民
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

●
第
二｢

召
命
促
進｣

　

教
区
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向

け
て
五
人
か
ら
十
人
の
教
区
司

祭
を
誕
生
さ
せ
た
い
。
そ
の
た

め
に
予
備
神
学
校
を
創
設
す
る

準
備
を
開
始
。

●
第
三｢

教
区
共
通
テ
キ
ス
ト

作
成
」

　

初
聖
体
（
岡
山
・
鳥
取
地
区

担
当
）、
堅
信
（
広
島
地
区
担

当
）、
結
婚
（
山
口
・
島
根
地

区
担
当
）
の
共
通
テ
キ
ス
ト
作

成
に
力
を
注
ぎ
、
教
区
の
基
礎

固
め
を
行
う
。

　

議
題
は
、
ま
ず
教
区
創
立

九
十
周
年
と
信
仰
年
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
（
以
下
、
推
進
本
部
）

か
ら
報
告
と
説
明
が
あ
っ
た
。

●
教
区
創
立
九
十
周
年
フ
ォ
ト

モ
ザ
イ
ク
ポ
ス
タ
ー
（
世
界
平

和
記
念
聖
堂
内｢

再
臨
の
キ
リ

ス
ト｣

）
へ
の
写
真
提
供
数
の

状
態
は
、
全
信
徒
数
の
約
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
（
三
五
三
〇
人
）

の
参
加
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
数

は
、
主
日
の
ミ
サ
に
与
っ
て
い

る
信
徒
数
に
置
き
換
え
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
数
は
今

後
の
教
区
全
体
の
状
況
把
握
と

様
々
な
課
題
へ
の
対
応
策
の
一

助
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

●
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け

て
、
自
分
の
教
会
を
見
つ
め
直

す
こ
と
を
目
的
に
、
歴
史
を
ふ

り
返
る
た
め
に
、
教
会
史
の
作

成
整
備
を
推
進
す
る
。詳
細
は
、

今
後
、
検
討
し
て
行
く
予
定
。

●
信
仰
年
閉
幕
（
十
一
月

二
十
四
日
）
の
行
事
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
詳
細
を
検
討
し
、

準
備
し
て
行
く
予
定
。
七
月
の

推
進
本
部
会
議
を
「
第
一
回
実

行
委
員
会
」
と
位
置
付
け
て
準

備
を
開
始
。
決
定
し
て
い
る
こ

と
は
、十
四
時
か
ら
閉
幕
ミ
サ
、

ま
た
、
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
（
仮

称
）
を
広
島
地
区
が
中
心
に
準

備
し
て
行
く
予
定
。

　

続
い
て
、
来
年
度
お
よ
び
来

年
度
以
降
の
教
区
方
針
に
つ
い

て
、
ま
ず
、
推
進
本
部
か
ら
、

十
年
用
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
決

め
、
一
～
二
年
間
隔
で
サ
ブ

テ
ー
マ
を
決
め
る
活
動
方
針
に

し
た
い
、
と
の
提
案
が
あ
り
、

以
下
の
こ
と
を
準
備
す
る
予

定
。

●
前
記
の
三
つ
の
項
目
（
教
区

列
聖
運
動
、
召
命
促
進
、
教
区

共
通
テ
キ
ス
ト
作
成
）
を
中
心

に
、
各
地
区
で
検
討
し
、
次
回

十
二
月
の
教
区
宣
司
評
で
決
定

し
て
行
く
予
定
。

●
各
地
区
で
は
、
一
〇
〇
周
年

に
向
け
た
十
年
間
続
け
る
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
、
一
～
二
年
間
隔

で
変
更
す
る
サ
ブ
テ
ー
マ（
案
）

の
複
数
候
補
を
検
討
、
準
備
し

て
次
回
の
教
区
宣
司
評
に
持
ち

寄
っ
て
も
ら
う
。

　

教
区
方
針
に
関
す
る
議
題
の

意
見
交
換
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
な
意
見
が
出
た
。

●
こ
れ
か
ら
十
年
間
を
「
新
し

い
福
音
宣
教
」
に
向
け
た
も
の

に
す
る
。

●
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
福
音
宣

教
の
価
値
観
の
違
い
が
あ
る
。

｢

福
音
を
証
し
す
る｣

こ
と
に

お
い
て
、
根
本
的
な｢

福
音
の

証
し｣

が
大
切
。

●
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
、

共
に
分
か
ち
合
え
る
テ
ー
マ
に

し
た
い
。

●
司
教
総
会
で
、
日
本
に
「
新

福
音
宣
教
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
の
動
き
が
出
て
い

る
。
新
し
い
熱
意
。
新
し
い
方

法
。
新
し
い
表
現
。
今
の
人
た

ち
に
分
か
り
や
す
く
、
ど
う
伝

え
て
い
く
か
が
大
切
。
も
う
一

度
ふ
り
返
っ
て
、
見
直
し
て
い

く
雰
囲
気
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。そ
う
し
た
現
状
か
ら
、テ
ー

マ
、
サ
ブ
テ
ー
マ
が
信
者
全
員

の
中
か
ら
、
具
体
的
な
案
と
し

て
湧
き
出
て
欲
し
い
。（
前
田

司
教
）

　

続
い
て
、
召
命
促
進
・
青
少

年
育
成
に
つ
い
て
、
報
告
と
意

見
交
換
が
あ
っ
た
。

●
予
備
神
学
校
を
始
め
る
準
備

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

従
来
の
聖
書
、
要
理
を
使
っ
た

勉
強
も
取
り
入
れ
て
い
く
予

定
。
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●
広
島
地
区
の
青
年
は
、
定
例
の
集
ま

り
の
中
で
、
情
報
交
換
と
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
色
々

な
集
ま
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
。
青
少
年
の
減
少
に
将
来
の
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
状
況
。
現
在
の
優
先

課
題
は
、
教
会
学
校
の
活
性
化
。
し
か

し
、
リ
ー
ダ
ー
の
減
少
、
教
会
離
れ
が

懸
念
。
そ
う
し
た
中
、
神
学
生
と
の
交

流
も
大
切
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
高
校
生
大

会
（
中
ブ
ロ
）
へ
の
参
加
者
の
減
少
傾

向
が
懸
念
。

●
山
口
・
島
根
地
区
の
青
少
年
の
状
況

と
し
て
、
中
ブ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
は
少
な

い
。
ま
た
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
も
信
者
で

な
い
現
状
。
ス
タ
ッ
フ
育
成
が
課
題
。

中
ブ
ロ
は
、
出
会
い
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
、

相
手
を
思
い
や
る
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
。
日
本
人
司
祭
の
参
画
に
よ
り
、
召

命
の
魅
力
を
伝
え
る
機
会
と
し
て
捉
え

て
欲
し
い
。

●
岡
山
・
鳥
取
地
区
の
青
年
は
、
岡
山

教
会
の
青
年
が
中
心
で
あ
る
が
、
減
少

傾
向
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
。
ど
う
す
れ

ば
盛
り
上
が
る
か
、
課
題
は
多
い
。

●
青
少
年
育
成
は
、
司
祭
と
青
少
年
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。
中
ブ

ロ
の
価
値
、
意
義
か
ら
、
今
後
も
続
け

る
こ
と
が
大
切
。
こ
の
集
い
を
き
っ
か

け
に
、
洗
礼
を
受
け
た
人
、
洗
礼
を
受

け
な
く
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の

精
神
で
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
る
。
司

祭
と
し
て
の
任
務
も
考
え
、
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
世
界
平
和
記

念
聖
堂
を
訪
れ
る
学
校
関
係
者
と
触
れ

合
う
機
会
は
、
新
し
い
形
の
福
音
宣
教

に
つ
な
が
る
。
教
区
と
し
て
も
力
を
注

ぎ
た
い
。（
前
田
司
教
）

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
五
月
に
各

地
区
で
行
わ
れ
た
地
区
宣
教
司
牧
評
議

会
の
報
告
（
活
動
報
告
、
活
動
予
定
含

む
）、
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
後
、

前
田
司
教
か
ら
「
遠
路
、
長
時
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ

れ
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
三
時
間
の

教
区
宣
司
評
を
閉
会
し
た
。

　

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
は
、隔
月
で
、

推
進
本
部
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
区
宣
司
評
は
年
二
回
の
開
催
で
あ
る

た
め
、
有
意
義
な
伝
達
、
情
報
交
換
が

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
地
区
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
更
に
は
小
教
区
で
開
催
さ
れ

る
宣
教
司
牧
評
議
会
、
教
会
委
員
会
な

ど
を
有
効
に
活
用
、機
能
さ
せ
る
た
め
、

各
々
の
会
議
へ
出
席
さ
れ
る
方
の
各
所

へ
の
積
極
的
な
情
報
伝
達
、
意
見
の
吸

い
上
げ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
、
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
ま
で
ど
う
ぞ
。　

（
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
）

2013 平和行事　8/5~8/6,8/9

真実を見抜こう
核と改憲

8/5 月
・13:30 ～ 14:45　基調講演
   「アメリカの『原爆飴』と『無知』」
   詩人 アーサー・ビナードさん

・15:00 ～ 16:30　分科会
　　　　被爆証言、福島の証言、憲法問題、
　　　　上関の原発建設反対運動、
　　　　映画上映「運命の背中」、
　　　　こどもプログラム　絵本読みきかせ

【日本聖公会との合同プログラム】
・17:30 ～ 17:50　祈りの集い
　　　　原爆供養塔前（平和記念公園）

・17:50 ～ 18:30　平和行進
　　　　原爆供養塔前～世界平和記念聖堂

・19:00 ～ 20:15　平和祈願ミサ

・ 8:00 ～  9:00     原爆・すべての戦争犠牲者追悼ミサ
・ 9:30 ～ 12:30   ピースウォーク
・18:00 ～            原爆犠牲者のための
                                   スピリチュアルコンサート

・11:00 ～   長崎原爆犠牲者追悼ミサ
　　　　　　　　　（世界平和記念聖堂　地下聖堂）

Anniversary
Catholic Diocese of Hiroshima

90th

8/6 火

8/9 金

広島司教区		堅信を受けられた方（2013 年 4月から）

◆山口教会（4 月 14 日）
フランシスコ・サビエル 京牟礼 矩記
ヨハネ・パウロ 竹本 俊彦
マリア・サベリオ・フランチェスカ 中田 真理子
マリア・グラティア・アナスタシア 永田 ゆりあ
マリア・ピラール 西 和子
マリア・クララ 原田 栄子
マリア・モニカ 原田 スミ子
マリア・フランシスカ 藤見 眞知子
ルカ 本田 清之亮 / カタリーナ 山城 亜由美
マリア・フランシスカ 山根 文江

◆幟町教会（5 月 19 日）
モニカ 中野 洋子 / マリア バルバラ 麻理子
マリア 牧野 千恵 / マリア・テレジア 大方 ルミ
ノア・ヴェロニカ 金澤 見和 / ペトロ 津島 武志
ルチア 山縣 早紀 / レジン 原 世理奈

◆北若山教会（5 月 26 日）
マキシミリアノ・コルベ 
　　　　　　　　横山 武美
ガブリエラ 山縣 元子

◆尾道教会（6 月 16 日）
クリスチーナ 上野 恵子
アントニオ 貝塚 尚広
マリア・アグネス 竹野 尚子

おめでとうございます！
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東
日
本
大
震
災
支
援

シ
ス
タ
ー
山
本
か
ら
の
手
紙

頼
れ
る
友
人
で
も
あ
り
た
い

岡
山
教
会　

　
　

リ
カ
ル
ド
・
ブ
ガ
ス
神
父

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

カ
リ
タ
ス
釜
石
で
す
！

　

広
島
教
区
か
ら
被
災
地
に
出

向
い
て
い
る
Sr.
山
本
紀
久
代

（
援
助
修
道
会
）
か
ら
便
り
が

届
き
ま
し
た
。

　
「
昨
年
の
八
月
か
ら
わ
た
し

が
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
カ
リ
タ
ス
の
釜
石
ベ
ー
ス
が

釜
石
市
か
ら
認
定
を
受
け
、
四

月
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
リ
タ
ス

釜
石
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
お
茶
っ
こ
サ
ロ
ン
や
手
芸

な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
い
っ

た
活
動
の
中
身

は
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
は

い
わ
ゆ
る
被
災

地
復
興
支
援
か

ら
、
よ
り
市
民
活
動
支
援
の
方

向
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
釜
石
市
内
で
は

ま
だ
ま
だ
手
薄
で
あ
る
女
性
サ

ポ
ー
ト
に
も
活
動
の
範
囲
を
広

げ
て
い
き
た
い
、
と
の
こ
と
。

プ
レ
ハ
ブ
の
ベ
ー
ス
新
築
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
と

協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
に
提
供
で

き
る
調
理
場
が
ほ
し
い
、
近
隣

で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
も
使
っ
て
も
ら
え
る
多
目

的
室
や
、
十
分
な
遊
び
場
が
な

く
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
周
り
を

気
に
せ
ず
遊
べ
る
部
屋

が
ほ
し
い
な
ど
、
地
域

の
切
実
な
要
望
は
尽
き

ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
な
っ
て
も
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
は
ご
支
援
く

だ
さ
い
ま
す
が
、
上
記
の

よ
う
な
要
望
を
か
な
え

て
い
く
た
め
に
は
経
済

的
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
と
共
に
、
皆

さ
ん
に
も
直
接
カ
リ
タ

ス
釜
石
の
賛
助
会
員
に
な
っ
た

り
、
寄
付
金
を
お
送
り
い
た
だ

い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

寄
付
金
の
宛
先
は
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
普
通
口
座
、
店
番

８
３
８
、
記
号
１
８
３
４
０
、

番
号
１
９
３
６
７
１
９
１
、
名

義
は
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

カ
リ
タ
ス
釜
石
」で
す
。
な
お
、

活
動
状
況
や
会
員
募
集
に
つ
い

て
の
詳
細
は
カ
リ
タ
ス
釜
石
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
な
っ
て
、
よ
り

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
め
ざ

し
て
お
ら
れ
る
カ
リ
タ
ス
釜

石
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

広島司教区災害サポートセンター収支報告
（2011 年 4 月 1 日～ 2013 年 6 月 30 日現在）

収　入 献　金 14,911,297
支　出 支出合計 3,212,952

事務運営費 29,980
　振込手数料 27,690
　事務費 2,290
旅費交通費 622,122
支援費（派遣者の経費を含む） 2,560,850
　経費 1,075,000
　送料 37,900
　物資購入 447,950
　「地ノ森いこいの家」支援 1,000,000

繰　越 11,698,345

　

私
達
は
な
ぜ
こ
こ
に
い
る
の

か
、
何
の
た
め
に
生
き
て
い
く
の

か
を
い
つ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
探

求
し
な
が
ら
学
び
続
け
て
い
る
と

人
格
が
形
成
さ
れ
、
や
が
て
そ
の

答
え
も
見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。Ｅ
・

Ｂ
・
リ
ッ
ト
ン
卿
の
名
高
い
言
葉

〝Leave no stone unturned.

〟

（
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
く

だ
さ
い
）
が
言
う
よ
う
に
、
全
力

で
求
め
続
け
る
こ
と
が
人
生
の
意

義
で
す
。
昨
年
、
日
本
へ
の
派
遣

が
決
ま
っ
た
と
き
、
誰
と
で
も
交

わ
る
に
は
言
葉
が
大
切
だ
、
そ
れ

こ
そ
全
力
で
日
本
語
を
習
得
し
よ

う
と
決
意
し
た
私
は
、
現
在
、
日

本
語
学
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

荻
主
任
神
父
様
は
私
が
で
き
る

だ
け
う
ま
く
日
本
に
適
応
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
、
日
本
語
学
習
面

で
も
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
荻
神
父
様
は
誰
を
も

温
か
く
歓
迎
し
て
下
さ
る
か
ら
、

外
国
籍
の
人
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
人
た
ち
が
く
つ
ろ
げ
る
開
放
的

な
岡
山
教
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
局
の
と
こ
ろ
私
た
ち
は

同
じ
神
様
の
家
族
な
の
で

す
か
ら
。

　

岡
山
教
会
は
毎
月
一
回

英
語
ミ
サ
、
毎
年
二
回
国

際
ミ
サ
を
し
て
き
ま
し

た
。
私
の
初
ミ
サ
は
昨
年
九
月

に
英
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
で
行
い

ま
し
た
が
、
か
な
り
の
数
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
住
ん
で
い
る

の
に
十
五
人
足
ら
ず
の
参
加
し

か
な
か
っ
た
の
が
悲
し
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
や
が
て
皆
さ
ん

は
教
会
に
く
る
こ
と
が
自
分
の

人
生
に
と
っ
て
大
事
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。
教

会
は
祈
り
を
通
し
て
愛
し
て
く

だ
さ
る
神
様
の
存
在
が
わ
か
る

特
別
な
場
所
で
す
。
私
も
司
祭

と
し
て
皆
さ
ん
と
大
切
な
時
を

過
ご
す
こ
と
に
最
善
を
尽
く
し

ま
す
。
信
頼
し
友
情
と
仲
間
意

識
を
注
ぎ
ま
す
。

　

頼
れ
る
人
が
い
る
、
恐
れ
や

心
配
や
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ

る
人
が
い
る
と
皆
さ
ん
が
感
じ

て
く
れ
る
よ
う
に
、
自
分
を
友

人
と
し
て
差
し
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
、
お
恵
み
に
よ
り
ミ
サ
に

参
加
す
る
人
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
神
様
に
感
謝
！

NPO 法人カリタス釜石
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重
要
文
化
財
・
世
界
平
和
記
念
聖
堂

　

補
修
保
存
の
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

幟
町
教
会　

樋
口　

由
美

　

五
月
二
十
六
日
、
エ
リ
ザ
ベ

ト
音
楽
大
学
卒
業
生
の
「
ガ
ル

ボ
」（
長
沼
様
・
沖
西
様
）
主

催
で
、
演
奏
仲
間
六
名
と
共

に
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
お
よ
そ
二
百
六
十
名

の
来
場
で
満
堂
と
な
る
中
、
平

和
の
メ
ロ
デ
ィ
が
奏
で
ら
れ
ま

し
た
。

　

二
〇
一
二
年
の
秋
に
、
お
二

人
が
来
訪
さ
れ
、
世
界
平
和
記

念
聖
堂
五
十
周
年
記
念
誌
を
手

に
し
な
が
ら
、「
人
々
の
世
界

平
和
の
願
い
や
聖
堂
の
歴
史
、

現
状
を
知
っ
て
頂
い
た
り
、
補

修
資
金
の
一
助
に
も
な
れ
ば
嬉

し
い
」
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
申
し

出
を
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代

か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
聖
堂
で
あ

る
が
、
こ
の
本
（
記
念
誌
）
を

通
し
て
、
ま
す
ま
す
こ
の
聖
堂

の
意
義
を
深
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
、
目
を
輝
か
せ
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
は
お
二
人
の

恩
師
（
他
の
演
奏
仲
間
に
と
っ

て
も
）、
山
田
雪
子
さ
ん
（
昨

年
帰
天
、
幟
町
教
会
）
へ
の
感

謝
の
意
味
も
込
め
て
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

愛
と
平
和
を
祈
る
聖
堂
の
中

で
、
弦
楽
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

他
に
よ
る
宗
教
曲
・
映
画
音
楽

等
の
演
奏
に
感
激
し
て
、「
素

晴
ら
し
か
っ
た
」、「
共
鳴
す
る

す
ご
さ
、
美
し
さ
」、「
心
が
洗

わ
れ
た
」、「
キ
リ
ス
ト
を
思
い

涙
し
た
」、｢

イ
エ
ス
に
守
っ
て

ほ
し
い
」、「
聖
堂
を
残
し
て
ほ

し
い
」、「
ま
た
来
た
い
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
演
奏
の
合
間

に
は
、
曲
の
解
説
に
と

ど
ま
ら
ず
、
世
界
平
和

記
念
聖
堂
の
理
念
や
現

状
、
そ
し
て
今
後
の
補

修
計
画
に
つ
い
て
ま
で
、

絶
妙
な
語
り
口
で
、
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

音
楽
を
通
し
て
聖
堂

に
集
っ
た
方
々
が
、
あ

た
た
か
さ
、
喜
び
、
希

望
を
持
っ
て
帰
ら
れ
、

一
人
一
人
の
平
和
が
世

界
平
和
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

六
月
十
六
日
、
演
奏
者
六

人
が
そ
ろ
っ
て
、
教
会
を

訪
ね
て
来
ら
れ
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
献
金

二
十
二
万
二
千
四
百
八
十
五
円

が
、
教
区
の
世
界
平
和
記
念
聖

堂
保
存
活
用
委
員
会
へ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
大
規
模
な
補
修
工

事
が
予
定
さ
れ
る
中
、
教
会
内

外
の
人
々
に
世
界
平
和
記
念
聖

堂
の
大
切
な
意
味
を
知
っ
て
い

た
だ
く
、
み
ん
な
で
支
え
て
い

こ
う
と
い
う
機
運
を
高
め
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
の
恵
み
と
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

前
田
司
教
叙
階
二
周
年
と

金
銀
祝
の
お
知
ら
せ

信
仰
年
関
連
行
事

マ
リ
ア
像
リ
レ
ー
始
ま
る

　

前
田
万
葉
司
教
の
司
教
叙
階

二
周
年
の
御
祝
い
と
司
祭
・
修

道
者
の
金
銀
祝
が
、
福
山
教
会

で
行
わ
れ
る
。

日
時
：
九
月
二
十
三
日（
月
・
祝
）

　
　
　

14
時
～
16
時

場
所
：
カ
ト
リ
ッ
ク
福
山
教
会

内
容
：
14
時
～
15
時　

ミ　

サ

15
時
～
16
時　

祝
賀
会

＊
会
場
に
は
駐
車
場
が
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自
家
用
車

で
来
ら
れ
る
方
は
、
近
隣
の
有

料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
貸
し
切
り
バ
ス
で
来
ら
れ

る
方
は
、
福
山
暁
の
星
中
高
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先
：

カ
ト
リ
ッ
ク
福
山
教
会

電　

話
（084

）923-0614

Ｆ
Ａ
Ｘ
（084

）923-0615

　

二
〇
一
三
年
五
月
三
日
の
津

和
野
「
乙
女
峠
ま
つ
り
」
よ
り

二
体
の
マ
リ
ア
像
と
と
も
に
広

島
教
区
内
の
教
会
を
祈
り
で
つ

な
ぐ
リ
レ
ー
が
始
ま
っ
た
。

　

二
体
の
マ
リ
ア
像
は
、
津
和

野
の
マ
リ
ア
像
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
・
フ
ァ
チ
マ
、
ド
イ
ツ
、
韓

国
を
回
っ
て
き
た
マ
リ
ア
像

（
玉
野
教
会
）
で
、
津
和
野
を

起
点
に「
西
回
り
」と「
東
回
り
」

に
分
か
れ
広
島
教
区
内
の
教
会

を
め
ぐ
る
。
終
点
の
世
界
平
和

記
念
聖
堂
（
幟
町
教
会
）
に
は

十
一
月
十
七
日
到
着
予
定
。

　

マ
リ
ア
像
を
迎
え
た
教
会
で

は
、「
信
仰
年
の
祈
り
」
や
「
津

和
野
の
殉
教
者
の
列
福
を
求
め

る
祈
り
」
な
ど
を
唱
え
る
集
い

を
行
う
予
定
。
各
教
会
で
の
様

子
は
、「
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

浜田教会（東回り）5 月 19 日の様子
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地
区
便
り

岡
山
・
鳥
取
地
区

広
島
地
区

29

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
五
月
二
十
六
日
に
第
一
回
地

区
宣
教
司
牧
評
議
会
を
開
催
し

た
。
推
進
チ
ー
ム
の
責
任
者
も

一
人
ず
つ
交
代
し
、
新
た
な
出

発
を
し
た
。「
信
仰
年
へ
の
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
、

教
区
百
周
年
を
目
指
し
て
」
の

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

話
し
あ
っ
た
。

●
玉
野
教
会
で
は
、
五
月

三
十
一
日
に
恒
例
の
「
聖
母
の

集
い
」
を
行
っ
た
。
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
マ
リ
ア
様
を
担

い
で
、
聖
歌
を
歌
い
、
祈
り
な

が
ら
教
会
の
周
り
を
回
っ
た
。

●
ミ
ゲ
ル
・
ラ
フ
ォ
ン
ト
神
父

様
の
「
祈
り
の
指
導
」
が
七
月

二
十
日
か
ら
年
六
回
、
二
年
間

に
亘
り
、
岡
山
教
会
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
。

●「
初
聖
体
の
テ
キ
ス
ト
作
り
」

が
岡
山
・
鳥
取
地
区
の
担
当
で

あ
る
が
、
養
成
、
き
ょ
う
ど
う

推
進
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
と
集
計
を
行

い
、
各
小
教
区
の
現
状
を
把
握

し
テ
キ
ス
ト
作
り
に
役
立
て
て

い
る
。

●
教
会
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
を
八
月
二
十
四
日
か
ら
三

回
、
岡
山
教
会
で
開
催
す
る
。

●
十
月
二
十
三
日
、
第
三
十
三

回
世
界
連
邦
岡
山
県
宗
教
者
大

会
が
岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
聖

デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
記
念
聖
堂
で
開

催
さ
れ
る
（
大
会
テ
ー
マ
「
心

に
あ
た
た
か
さ
を
―
慈
愛
・
寛

容
・
平
和
―
」）。
八
団
体
の
宗

派
（
大
本
岡
山
本
苑
、
岡
山
県

佛
教
会
、
岡
山
県
神
社
庁
、
キ

リ
ス
ト
教
、
黒
住
教
、
金
光
教
、

立
正
佼
成
会
、
念
法
真
教
）
に

よ
り
平
和
祈
願
と
記
念
講
演
が

行
わ
れ
る
。
今
回
は
キ
リ
ス
ト

教
が
担
当
す
る
。
講
演
者
は

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

の
Sr.
渡
辺
和
子
理
事
長
。
担
当

の
ア
ン
リ
神
父
様
を
中
心
に
準

備
を
行
っ
て
い
る
。（

北
川
弘
子
）

　

本
当
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
日
本
の
動
き
が
、
個

人
の
思
い
を
濁
流
の
よ
う
に
巻
き

込
ん
で
思
わ
ぬ
方
向
に
引
っ
張
っ

て
行
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。「
原
発
海
外
輸
出
」

と
「
憲
法
改
定
」
の
二
点
が
「
経

済
的
成
長
戦
略
」
と
か
の
衣
の
下

の
鎧
ど
こ
ろ
か
、
剥
き
出
し
の
無

節
操
な
醜
態
を
見
せ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
の
で
す
が
。勿
論
、様
々

な
考
え
方
が
有
る
の
は
前
提
で

す
。

　

こ
の
二
点
は
、
広
島
教
区
の
私

た
ち
と
っ
て
は
っ
き
り
責
任
を
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
政
権
と
経
済
界
は
多
く
の
海
外

の
国
々
へ
、
首
相
の
ト
ッ
プ
外
交

の
形
で
、
原
子
力
に
関
す
る
協
定

を
結
び
、
原
発
輸
出
の
道
を
整
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
核
兵
器
不

拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
未
締
結
国

イ
ン
ド
へ
の
ま
た
も
や
「
核
の
平

和
利
用
」
と
い
う
ま
や
か
し
で
経

済
的
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
に
、

発
言
し
行
動
す
る
責
務
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
広
島
市

長
も
イ
ン
ド
と
の
交
渉
の
中
止
を

要
請
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
国
で
見
通
し
の
な
い
、

原
発
産
業
を
他
国
に
輸
出
す
る
非

倫
理
性
を
主
権
者
・
信
仰
者
の
一

人
と
し
て
受
け
入
れ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
他
国
に
輸
出

す
る
原
発
か
ら
の
使
用
済
み
燃

料
・
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の
処

理
・
さ
ら
に
廃
炉
迄
の
不
透
明

等
、安
全
論
議
の
陰
に
隠
さ
れ
、

国
会
も
メ
デ
ィ
ア
も
公
に
し
な

い
の
で
す
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
対

し
て
は
、
日
本
が
引
き
受
け
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
国

の
事
も
出
来
ず
欺ぎ

ま
ん瞞

で
す
。
自

国
の
他
国
へ
の
不
当
な
経
済
・

政
治
行
動
に
黙
っ
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
日
本

の
司
教
団
は
脱
原
発
の
宣
言
を

し
て
い
る
の
で
す
し
。

　

そ
し
て
、「
憲
法
九
条
は
教

区
の
宝
」
と
広
島
教
区
は
歩
ん

で
来
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、「
沖

縄
慰
霊
の
日
」
に
日
本
司
教
団

代
表
岡
田
大
司
教
も
「
憲
法
九

条
は
日
本
・
世
界
の
宝
」
と
訴

え
て
お
ら
れ
ま
す
。
戦
争
行
動

可
能
の
憲
法
に
変
え
る
政
治
路

線
を
選
ぶ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
九
十
九
条
を
変
え
て
、
元

首
と
し
た
天
皇
を
憲
法
の
縛
り

か
ら
外
す
等
、
九
十
六
条
の
改

定
を
は
じ
め
、
二
十
世
紀
の
人

類
の
日
本
の
過
ち
を
認
め
新
生

を
選
ん
だ
国
の
骨
格
を
な
し
崩

し
に
す
る
流
れ
に
祈
り
・
抗
す

る
時
が
来
て
い
ま
す
。　

（
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー　

林
尚
志
神
父
）

＊
地
区
召
命
祈
り
の
集
い

　

五
月
二
十
四
日
、
地
区
召
命

祈
り
の
集
い
が
、
向
原
教
会
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
聖
堂
に
入

り
き
れ
な
い
ほ
ど
司
祭
、
修
道

者
、
信
徒
（
八
十
名
以
上
）
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
前
田
司
教
様
司
式

で
、
斉
藤
神
父
様
、
後
藤
神
父

様
、
ト
ゥ
ア
ン
神
父
様
が
と
も

に
ミ
サ
を
捧
げ
ま
し
た
。
午
後

か
ら
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

昼
食
と
分
か
ち
合
い
（
テ
ー
マ

は
我
が
教
会
の
三
つ
の
宝
）
が

行
わ
れ
、
最
後
に
皆
で
ロ
ザ
リ

オ
一
環
を
唱
え
、
集
い
を
終
え

ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
の
召
し
出
し
に
応

え
る
若
い
魂
を
燃
え
立
た
せ
て

く
だ
さ
い
」
八
十
余
名
が
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
捧
げ
た
熱
い
祈

り
は
、
向
原
の
空
か
ら
天
に
届

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
児
玉
協
子
）

＊
広
島
地
区
教
会
学
校
リ
ー

ダ
ー
会

　

広
島
地
区
教
会
学
校
リ
ー

ダ
ー
会
は
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

子
ど
も
た
ち
の
信
仰
教
育
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

会
で
す
。
Sr.
下
條
（
援
助
修
道

会
）
の
定
例
研
修
会
（
三
原
・

呉
開
催
予
定
）
と
十
一
月
十
六

日
（
土
）
幟
町
教
会
で
長
崎
大

司
教
区
か
ら
古
巣
馨
神
父
様
を

講
師
で
お
招
き
し
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
研
修
会
で
は
大

人
は
心
の
学
び
と
見
直
し
を
、

子
ど
も
た
ち
は
典
礼
暦
の
経
験

を
増
や
そ
う
と
、
毎
回
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
一
度
ご
参
加
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
（
川
田
豊
）
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伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

山
口
・
島
根
地
区

広
島
教
区
の
施
設

⑱

聖
母
園
の
紹
介

社
会
福
祉
法
人

　

現
在
の
聖
母
園
は
下
関
市
の
最

西
南
端
彦
島
の
中
心
地
、
丘
の
上

に
位
置
し
関
門
海
峡
を
一
望
す
る

緑
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
で
乳
幼
児
た
ち
が

育
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
・
戦
後
・
現
在
に
至
る
ま

で
の
歴
史
の
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の

福
音
に
基
づ
い
た
幼
児
教
育
・
児

童
福
祉
の
種
が
蒔
か
れ
ま
し
た
。

　

創
立
者
、
故
荻
原
晃
教
区
長
と

広
島
教
区
・
イ
エ
ズ
ス
会
の
歴
代

の
神
父
様
方
の
お
導
き
に
よ
り
、

現
在
の
聖
母
園
は
、
地
域
に
根
ざ

し
た
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
歩

ん
で
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
三
月
十
九
日
、
創

立
七
十
五
周
年
記
念
と
し
て
園
庭

丘
の
上
に
ル
ル
ド
マ
リ
ア
像
を
建

＊
信
仰
年
地
区
大
会
に
つ
い
て

　

信
仰
年
に
合
わ
せ
、
六
月

二
十
二
日
（
土
）
に
地
区
大
会

①
研
修
会
〈
周
南
市
民
館
〉
が

行
わ
れ
た
。
午
前
中
は
、
溝み

ぞ
べ部

脩お
さ
む

高
松
教
区
名
誉
司
教
の
お

話
。
午
後
か
ら
は
十
五
グ
ル
ー

プ
で
分
か
ち
合
い
を
行
っ
た
。

李
地
区
長
、
司
祭
、
シ
ス
タ
ー
、

信
徒
合
わ
せ
て
約
二
百
三
十
名

参
加
。

　

六
月
三
十
日
（
日
）
に
は
、

山
口
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

地
区
大
会
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
研
修
会
の
反
省
と
十
月

二
十
日
（
日
）
に
開
催
す
る
地

区
大
会
②
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈
山
口
教
会
〉
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

＊
地
区
少
年
の
集
い

「
日
韓
青
少
年
の
集
い
」

　

八
月
十
一
日
（
日
）
～
十
五

日
（
木
）
に
か
け
て
、「
日
韓

青
少
年
の
文
化
体
験
～
聖
霊
の

交
わ
り
の
中
で
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
釜
山
教
区
の
新
仙

教
会
（
主
任
司
祭
は
岡
山
地
区

の
李
神
父
実
兄
）
に
お
い
て
中

･

高
生
の
交
流
を
行
う
。

「
親
の
集
い
」

　

四
月
に
引
き
続
き
、
信
仰
年

第
二
回
目
の
「
親
の
集
い
」
を

八
月
二
十
五
日
（
日
）
に
、
山

口
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
す
る
。
講
師
は
六

甲
学
院
教
師
の
吉
村
信
夫
氏
。

テ
ー
マ
は
「
家
庭
に
お
い
て
の

信
仰
継
承
」。
参
加
費
は
無
料
。

弁
当
代
は
五
百
円
。
詳
細
に
つ

い
て
は
少
年
の
集
い
係
ま
で
。

　

少
年
の
集
い
で
は
「
親
の
集

い
」
に
合
わ
せ
、
保
護
者
対
象

に
信
仰
教
育
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

＊
信
者
養
成
研
修

「
祈
り
の
体
験
」

　

九
月
十
四
日
（
土
）
～
十
七

日
（
火
）
に
行
わ
れ
る｢

祈
り

の
体
験｣

準
備
と
し
て
、
六
月

二
十
九
日
（
土
）
と
八
月
三
日

（
土
）
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
が
行
わ
れ
る
。

立
し
ま
し
た
。
マ
リ
ア
様
の
慈

愛
に
包
ま
れ
た
ま
な
ざ
し
は
園

児
・
保
護
者
・
職
員
・
訪
れ
た

方
た
ち
に
注
が
れ
て
い
ま
す
。

【
沿
革
の
概
要
】

・
一
九
三
七
年

現
在
の
彦
島
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
内
に
御
摂
理
の
聖
母

園
と
名
称
し
幼
稚
園
設
立

・
一
九
七
〇
年

社
会
福
祉
法
人
聖
母
園
と

な
る
。

・
一
九
九
六
年

聖
母
園
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
併
設

【
聖
母
園
の
理
念
】

　

カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
を
も
っ
て

幼
児
教
育
・
児
童
福
祉
の
理
念

の
も
と
、
乳
児
及
び
幼
児
を
よ

き
環
境
の
も
と
に
置
き
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
願
い

地
域
の
中
に
生
か
さ
れ
た
園
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

（
園
長　

齋
藤
孝
子
）

＊
松
江
教
会聖

堂
献
堂
五
十
周
年

　

六
月
二
十
三
日
に
聖
堂
献
堂

五
十
周
年
記
念
ミ
サ
が
、
午
後

一
時
か
ら
司
祭
、
シ
ス
タ
ー
及

び
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
や
遠
く
静
岡

か
ら
の
信
徒
な
ど
約
二
百
五
十

人
が
参
加
し
て
、
前
田
万
葉
司

教
様
の
司
式
に
よ
っ
て
厳
か
な

う
ち
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
聖
堂
は
、
松
江
教
会
の

窮
状
を
聞
か
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の

マ
リ
ア
・
ア
ル
カ
ル
デ
さ
ん
の

多
大
な
ご
寄
付
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
、
五
十
年
前
の
同
日
に
野

口
司
教
様
の
司
式
で
献
堂
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
ミ
サ
に
続
い
て
、
隣
接

の
松
江
暁
の
星
幼
稚
園
二
階

ホ
ー
ル
で
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
、
今
は
亡
き
ア
ル
カ
ル
デ
さ

ん
に
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
五
十
年
間
に
亘
り
祈

り
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
た
聖

堂
に
も
感
謝
し
な
が
ら
、
楽
し

く
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
聖
堂
は
こ
の
夏

に
一
部
補
修
し
、
今
後
も
「
祈

り
の
家
」
と
し
て
信
仰
の
発
信

地
で
あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、

我
々
も
さ
ら
に
大
き
な
信
仰
の

実
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
野
卓
司
）

＊
今
後
の
主
な
行
事

・
九
月
八
日
（
日
） 

永
井
隆
博
士
追
悼
平
和
祈

念
ミ
サ　
（
於
：
雲
南
市
）

・
九
月
十
五
日
（
日
）

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会

　
　
　
　
（
於
：
出
雲
教
会
）
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ア
フ
リ
カ
の
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
か
ら
来
た
淳
心
会
の

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
申
し
ま

す
。
四
年
前
、
二
〇
〇
九
年

九
月
十
一
日
に
神
学
生
と
し

て
学
ん
で
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
来
日
し
ま
し
た
。
淳
心

会
の
方
針
に
従
い
、
大
阪
教

区
の
金
剛
教
会
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
冗
談
の
よ
う
で
す

が
、
コ
ン
ゴ
か
ら
金
剛
（
こ

ん
ご
う
）
に
参
り
ま
し
た
。
来

日
し
て
か
ら
大
阪
で
日
本
語
を

学
び
始
め
、
金
剛
教
会
と
神
戸

の
聖
ヨ
ハ
ネ
修
道
院
に
各
々
一

年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
広
島
教
区
に
来
た
の

は
、
学
校
で
の
日
本
語
の
勉
強

が
終
わ
っ
た
後
で
し
た
。
当
時

神
学
生
の
私
は
、
二
〇
一
一
年

十
月
に
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
に
見
習

い
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
倉
敷
で

生
活
し
な
が
ら
、
二
〇
一
二
年

三
月
二
十
日
に
大
阪
の
玉
造
教

会
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
同

級
生
と
と
も
に
助
祭
に
な
り
ま

し
た
。
助
祭
と
し
て
倉
敷
ブ

ロ
ッ
ク
で
見
習
い
を
続
け
、
去

年
十
月
七
日
に
コ
ン
ゴ
で
司
祭

の
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
に
戻
っ
て
き
て
、
倉
敷
ブ

ロ
ッ
ク
で
協
力
司
祭
と
し
て
少

し
働
き
、
今
年
の
四
月
か
ら
助

任
司
祭
と
し
て
福
山
教
会
に
住

ん
で
い
ま
す
。

　

広
島
教
区
に
来
て
か
ら
は
司

祭
の
集
ま
り
、
練
成
会
、
中
ブ

ロ
、
青
年
の
集
ま
り
、
平
和
行

事
、
乙
女
峠
ま
つ
り
、
信
徒
た

ち
と
の
交
わ
り
な
ど
、
様
々
な

教
区
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
教
区
の
さ
わ
や
か
な
雰

囲
気
と
温
か
い
歓
迎
に
感
動
し

て
い
ま
す
。
司
祭
団
を
は
じ

め
、
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
と
福
山

教
会
、
広
島
教
区
の
皆
様
か
ら

い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
様
々
な
分
野
で
支
え
て
い

た
だ
い
て
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。
私
の
広
島
教
区
で
の
旅

路
は
、
ま
だ
二
年
間
し
か
経
っ

て
い
ま
せ
ん
。
確
か
に
ま
だ
ま

だ
短
い
で
す
。
け
れ
ど
も
、
経

験
と
し
て
意
味
深
い
と
思
い
ま

す
。
神
学
生
と
し
て
来
日
し
た

私
は
、
司
祭
に
な
っ
て
、
そ
し

て
広
島
教
区
で
宣
教
を
続
け
て

い
る
の
は
何
よ
り
も
神
様
と
皆

様
の
お
か
げ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
皆
様
か
ら
の
絶
え
な
い

助
け
と
支
え
に
よ
り
、
今
も
笑

顔
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
司
祭
の
私
が
神
様
か
ら
い

た
だ
い
た
使
命
を
果
た
す
た

め
、
ま
た
、
広
島
教
区
で
福
音

宣
教
を
宣
べ
伝
え
続
け
る
た
め

に
、
皆
様
の
祈
り
と
支
え
を
引

き
続
き
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
主
の
平
和
！

福
山
教
会
・
淳
心
会

　
　

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父

〝
広
島
教
区
で
の
旅
路
〟

山口・島根地区少年の集い

｢乙女峠まつり｣
～信仰年～

〈77〉

　

山
口
・
島
根
地
区
少
年
の
集

い
で
は
、
毎
年
五
月
二
日
の

夜
、
山
口
線
徳
佐
駅
か
ら
津
和

野
教
会
ま
で
の
約
十
六
㎞
の
区

間
を
様
々
な
小
教
区
の
小
四
～

高
三
ま
で
の
信
者
と
、
サ
ビ
エ

ル
高
校
や
萩
光
塩
な
ど
の
学
生

と
先
生
と
で
巡
礼
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
約
六
十
名
の
参

加
で
、
こ
こ
数
年
で
は
一
番
少

な
い
参
加
数
で
し
た
。

　

巡
礼
の
途
中
で
は
、
毎
年

テ
ー
マ
を
変
え
て
五
カ
所
で
祈

り
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

｢

信
仰
年｣

を
テ
ー
マ
に
、
シ

ス
タ
ー
が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ

た
祈
り
を
高
校
生
中
心
に
全
員

で
行
い
ま
し
た
。

　

翌
朝
三
日
は
、
ま
つ
り
の
巡

礼
前
に
、
六
～
七
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
乙
女
峠
で
十
字
架
の

道
行
き
を
行
い
ま
し
た
。
千
人

塚
で
は
、
シ
ス
タ
ー
か
ら
乙
女

峠
で
亡
く
な
ら
れ
た
殉
教
者
の

話
を
聞
い
た
後
、
皆
で
祈
り
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
巡
礼
を
通
し
て
、
改

め
て
自
分
の
信
仰
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
年
後
の
二
〇
一
五
年
は
被

爆
七
十
年
。
教
会
を
は
じ
め

様
々
な
組
織
が
記
念
行
事
を
検

討
し
て
い
る
。
一
連
の
行
事
を

通
し
て
か
つ
て
の
悲
劇
を
再
認

識
し
、
平
和
を
心
に
誓
う
こ
と

は
大
切
だ
。
し
か
し
行
事
の
成

功
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
、
祈

る
心
の
無
い
形
式
的
な
も
の
に

し
な
い
よ
う
肝
に
銘
じ
た
い
。

「教区召命練成会」
のお知らせ

テーマ：イエスはだれ…
日　時：8月 4日（日）～ 6日（火）
場　所：カトリック祇園教会

今年も練成会を開催します。小学 5
年生から中学３年生が参加します。

津和野のマリア像


